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近
世
大
坂
の
南
組
惣
年
寄
を
勤
め
た
永
瀬
氏
が
、
月
番
を
担
当
し

た
際
の
公
務
記
録
で
あ
る
『
御
用
留
』
が
、
大
阪
商
業
大
学
比
較
地

域
研
究
所
（
前
．．
 
商
業
史
研
究
所
）
の
、
佐
古
慶
三
氏
旧
蔵
文
書
の
中

に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
芝
居
関
係
者
か
ら
惣
年
寄
に
宛
て
て

提
出
さ
れ
た
原
文
書
．
（
芝
居
座
本
の
印
形
が
あ
る
）
や
、
届
け
出
ら
れ

た
内
容
の
要
点
を
書
き
留
め
た
控
記
事
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
う
ち
嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
か
ら
同
三
年
(
-
八
五
0
)

ま
で
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
各
事
項
の
整
理
や
惣
年
寄
の
芝

居
把
握
を
中
心
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
「
大
坂
の
惣
年
寄
記
録
に

み
る
公
儀
の
芝
居
把
握
ー
嘉
永
年
間
『
御
用
留
』
を
中
心
に
ー
」
、

『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
第
15
号
）
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
に
続
く
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
か
ら
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
に
至
る
『
御
用
留
』
所

載
の
芝
居
関
係
記
事
を
考
察
す
る
が
、
『
御
用
留
』
の
資
料
と
し
て

は
じ
め
に 幕

末
大
坂
の
惣
年
寄
資
料
に
み
え
る
芝
居
記
事

『
御
用
留
』
安
政
六
年
ー
元
治
元
年
の
記
事
を
中
心
に
ー
ー

の
性
格
等
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
期
間
を
区
分
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
文
書
の
残
存
状
況
に

よ
る
と
こ
ろ
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
『
御
用
留
』
に
は
今
回
取
り

上
げ
る
時
期
に
続
い
て
、
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
か
ら
の
分
も
残

存
し
て
い
る
が
、
幕
末
も
押
し
詰
ま
っ
た
そ
の
時
期
の
記
事
に
は
、

そ
れ
以
前
と
は
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
ち
ら
に
つ
い

て
は
稿
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
取
り

扱
う
期
間
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
検
討
し
た
嘉
永
年
間
の
事
項
と
比

し
て
、
制
度
上
の
問
題
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
の
相
違
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
と
く
に
特
徴
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

当
該
事
項
を
他
の
資
料
に
よ
っ
て
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
参

考
と
し
て
、
編
末
に
は
『
御
用
留
』
所
載
の
芝
居
関
係
の
原
文
書
の

翻
刻
と
、
控
記
事
の
要
点
一
覧
を
掲
出
し
た
。

以
下
で
は
、
『
御
用
留
』
の
記
事
を
、
芝
居
の
興
行
に
か
か
わ
る

も
の
と
、
役
者
個
人
に
つ
い
て
の
事
項
に
つ
い
て
の
も
の
と
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
年
度
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

中

川

桂
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惣
御
年
寄
様

角
芝
居
で
の
次
回
興
行
に
際
し
、
先
に
届
け
出
た
外
題
の
ほ
か
に

『
達
模
様
柑
燕
都
桔
』
を
追
加
し
た
い
と
の
届
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
よ
り
先
に
出
さ
れ
た
と
い
う
外
題
の
届
は
『
御
用
留
』
に
は
残

興
行
に
関
す
る
事
項

座
本中
村
竹
丸
印

蔽
舞
伎
]

0
外
題
の
追
加

安
政
六
年
七
月
二
十
八
日
付
で
、
次
の
よ
う
な
原
文
書
が
残
さ
れ

て
い
る
。

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
先
達
而
奉
願
上
候
狂
言
之
上
江
、

是
迄
有
来
候達
模
様
藉
燕
都
桔

右
狂
言
差
加
へ
、
看
板
今
日
差
出
申
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段

御
断
奉
申
上
候
。
何
卒
御
聞
済
被
成
下
候
ハ
、
難
有
奉
存

候
。
以
上

安
政
六
未
年

七
月
廿
八
日

さ
れ
て
い
な
い
。

(
1
)
 

こ
の
興
行
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
役
割
番
付
が
残
存
し
て
お
り
、

開
幕
の
日
付
に
つ
い
て
は
「
八
月
吉
日
6
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

番
付
に
見
ら
れ
る
外
題
は
、
『
契
情
廓
苧
環
』
『
小
野
道
風
青
柳
硯
』

『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
『
客
競
出
入
湊
』
の
四
本
で
、
『
御
用
留
』
に

追
加
が
届
け
ら
れ
て
い
る
外
題
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
翌
年

の
評
判
記
『
役
者
商
売
往
来
』
で
も
、
こ
の
時
に
角
芝
居
に
出
演
し

て
い
た
嵐
璃
寛
、
嵐
璃
珪
、
尾
上
多
見
蔵
ら
の
評
に
見
ら
れ
る
の

は
、
番
付
に
記
さ
れ
て
い
た
四
つ
の
外
題
に
つ
い
て
の
評
の
み
で
、

評
判
記
の
記
事
か
ら
も
追
加
さ
れ
た
外
題
の
上
演
は
確
認
さ
れ
な

い
。
八
月
は
永
瀬
が
月
番
を
勤
め
て
い
な
い
た
め
記
録
が
残
さ
れ
て

い
な
い
の
だ
が
、
い
っ
た
ん
外
題
の
追
加
が
届
け
出
ら
れ
た
も
の

の
、
あ
る
い
は
翌
月
に
な
っ
て
追
加
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
、
と
い
っ

た
事
情
か
と
思
わ
れ
る
。

0
開
幕
日
の
延
引

つ
ぎ
に
示
す
の
は
、
万
延
元
年
(
-
八
六
0
)
八
月
の
、
角
芝
居

で
の
興
行
に
際
し
て
出
さ
れ
た
届
を
、
惣
年
寄
の
永
瀬
が
控
え
た
記

事
の
引
用
で
あ
る
。

〔

8
月
3
日〕

一
、
角
芝
居
先
達
而
奉
願
上
候
狂
言
、
来
ル
六
日
初
日
仕
度
候

旨
、
座
本
合
届
出
候
事
。
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〔

8
月
8
日
〕

一
、
角
芝
居
当
八
日
初
日
致
度
候
処
、
道
具
万
端
揃
兼
候
二

付
、
来
ル
十
日
初
日
仕
度
候
旨
、
座
本
合
届
出
候
事
。

三
日
付
で
は
来
る
六
日
に
開
幕
と
届
け
出
た
も
の
の
、
あ
ら
た
め

て
八
日
に
、
「
道
具
万
端
揃
兼
」
ね
る
た
め
初
日
を
十
日
に
遅
ら
せ

る
、
と
の
届
を
出
し
て
い
る
。
開
幕
日
が
一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
文
書
が
提
出
さ
れ
た
間
に
、
開
幕
日
を
八
日
に
変
更
す
る
と
の
届

が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
永
瀬
が
控
え
な
か
っ
た
も
の
か
と
考
え

ら
れ
る
。

ほ
か
に
初
日
延
引
の
事
例
と
し
て
は
、
万
延
二
年
(
-
八
六
一
）

一
月
の
筑
後
芝
居
で
、
い
っ
た
ん
は
八
日
に
、
来
る
十
一
日
よ
り
初

日
開
幕
と
届
け
出
た
も
の
の
、
さ
き
の
事
例
同
様
に
道
具
が
揃
い
兼

ね
る
た
め
、
十
一
日
付
で
開
幕
を
十
三
日
か
ら
に
順
延
し
た
旨
の
原

文
書
二
通
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
五
月
の
竹
田
芝
居
で
は
、
五
日

付
で
来
る
九
日
よ
り
初
日
と
届
け
出
た
も
の
の
、
十
一
日
に
「
衣
装

出
来
兼
候
二
付
」
、
初
日
を
十
三
日
か
ら
に
し
た
い
と
申
し
出
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
三
月
十
八
日
付
の
中
芝

居
で
の
興
行
に
お
い
て
も
、
道
具
の
未
準
備
の
た
め
の
初
日
延
引
を

願
い
出
て
い
る
。
開
幕
日
の
変
動
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
届
出
文
書
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
の
で

0
万
延
元
年
八
月
の
竹
田
芝
居
の
興
行

ま
ず
、
次
の
三
点
の
控
記
事
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔

8
月
3
日〕

（
者
脱
）

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
中
村
冨
助
与
申
、
此
度
歌
舞
妓
役
者
相
成

候
旨
届
出
候
事
。

〔

8
月
4
日
〕

一
、
竹
田
芝
居
、
此
度
私
座
本
中
村
冨
助
名
前
を
以
、
興
行
仕

度
旨
、
断
出
候
事
。

あ
る
。

右
看
板
今
日
差
出
度

〔

8
月
1
0
日〕

一
、
竹
田
芝
居
狂
言
、
五
天
竺
西
遊
記
、

旨
、
座
本
合
届
出
候
事
。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
一
っ
の
興
行
に
際
し
て
、
形
式
上
ど
の

よ
う
な
手
順
が
踏
ま
れ
て
い
る
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
芝

居
興
行
の
届
は
各
座
の
座
本
か
ら
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
座
本
は
そ
の
座
の
役
者
が
勤
め
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
月
の
竹
田
芝
居
で
は
、
ま
ず
三
日
に
、
中
村
冨
助
を
役
者
と
し

て
届
け
出
て
い
る
。
つ
い
で
四
日
に
、
そ
の
冨
助
が
今
後
は
竹
田
芝

居
の
座
本
に
就
任
す
る
旨
を
届
け
、
そ
し
て
十
日
に
、
具
体
的
に
次
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回
の
興
行
に
つ
い
て
の
上
演
外
題
『
五
天
竺
西
遊
記
』
の
看
板
を
差

し
出
す
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。

中
村
冨
助
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
役
割
番
付
に
よ
る
か
ぎ
り

は
こ
の
万
延
元
年
の
竹
田
芝
居
に
お
い
て
、
九
月
吉
日
よ
り
の
『
五

天
佐
一
」
と
十
一
月
吉
日
よ
り
の
『
花
雲
佐
倉
曙
」
の
二
つ
の
興
行
で

座
本
を
勤
め
た
以
外
、
こ
の
時
期
の
大
坂
の
芝
居
で
は
座
本
と
し
て

そ
の
名
を
見
な
い
。

幕
末
に
は
も
は
や
、
芝
居
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
役
者
以
外
の
立

場
で
あ
る
人
物
が
座
本
を
勤
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
中
村
冨

助
の
ケ
ー
ス
も
、
座
本
を
勤
め
る
目
的
で
ま
ず
役
者
と
し
て
登
録

し
、
そ
の
後
に
座
本
へ
の
就
任
を
届
け
出
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

0
万
延
元
年
八
月
の
筑
後
芝
居
で
の
外
題
追
加

万
延
元
年
八
月
五
日
付
で
、
次
の
よ
う
な
永
瀬
の
控
記
事
が
残
っ

て
い
る
。

（ママ）

一
、
筑
後
芝
居
、
成
衰
記
差
加
江
度
旨
、
座
本
合
届
出
候
事
。

お
そ
ら
く
八
月
以
前
に
届
け
出
ら
れ
て
い
た
上
演
外
題
に
、
『
ひ

ら
か
な
盛
衰
記
』
を
追
加
す
る
と
の
内
容
で
あ
る
。
残
存
し
て
い
る

こ
の
興
行
の
番
付
に
は
、
確
か
に
追
加
さ
れ
た
そ
の
外
題
が
記
さ
れ

て
い
る
。

0
他
の
記
録
に
見
ら
れ
な
い
興
行

次
に
掲
げ
る
の
は
、
万
延
二
年
(
-
八
六
一
）
一
月
十
日
付
で
出

さ
れ
た
、
竹
田
芝
居
の
開
幕
日
を
知
ら
せ
る
文
書
で
あ
る
。

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
、
来
十
一
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御

断
奉
申
上
候
。
以
上

万
延
二酉
正
月
十
日

惣
御
年
寄
様

ま
た
、
同
月
の
二
十
二
日
に
は
、
同
じ
く
竹
田
芝
居
で
の
興
行
に

つ
い
て
、
そ
の
終
了
を
届
け
る
次
の
よ
う
な
文
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
（
興
行
の
終
了
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
。

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
此
侭
相
休
申
候
二
付
、

候
。
以
上

万
延
二酉
正
月
廿
二
日

惣
御
年
寄
様

座
本中

村

玉

二

印

乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上

座
本中
村
玉
二
印
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こ
れ
ら
の
記
録
に
従
え
ば
、
竹
田
芝
居
で
は
万
延
二
年
の
一
月
十

一
日
か
ら
二
十
二
日
ご
ろ
ま
で
歌
舞
伎
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
管
見
の
限
り
こ
の
月
の
竹
田
芝
居
で
の
番
付
は
残
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
の
記
録
に
よ
る
裏
付
け
は
得
ら
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
『
御
用
留
』
に
届
が
収
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、

番
付
が
確
認
で
き
な
い
興
行
が
あ
る
。

文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
三
月
三
日
に
は
、
若
太
夫
芝
居
の
次
回

上
演
外
題
と
し
て
『
浪
花
賑
世
直
神
楽
』
の
看
板
を
差
し
出
し
、
こ

の
日
か
ら
初
日
を
開
け
る
と
の
届
が
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

興
行
に
関
す
る
番
付
等
の
記
録
は
、
管
見
の
限
り
目
に
し
て
い
な

、。し0
天
満
芝
居
で
の
典
行

文
久
元
年
五
月
の
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
書
二
点
が
残
さ

れ
て
い
る
。
前
者
は
現
在
行
っ
て
い
る
興
行
の
終
了
を
知
ら
せ
る
も

の
、
後
者
は
次
回
の
外
題
と
、
初
日
が
七
日
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
も
の
で
、
日
付
は
と
も
に
五
月
一
日
で
あ
り
、
同
時
に
提
出

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔

5
月
1
日〕
乍
恐
口
上

一
、
天
満
芝
居
狂
言
不
残
今
日
切
二
相
休
申
度
候
二
付
、
此
段

御
断
奉
申
上
候
。

〔

5
月
1
日〕
乍
恐
口
上

一
、
天
満
芝
居
此
度
仕
候
狂
言
之
外
題
、
左
二
申
上
候
。

一
、
出
世
太
功
記

一
、
八
重
霞
か
し
く

右
、
今
日
看
板
差
出
、
七
日
初
日
仕
度
、
此
段
御
断
奉
申
上

候
。
以
上酉
五
月
朔
日

南
組
御
月
番

惣
御
年
寄
様

芝
居
小
屋
の
格
は
と
も
か
く
、
道
頓
堀
以
外
の
小
屋
で
の
興
行
を

惣
年
寄
に
届
け
出
て
い
る
事
例
は
、
『
御
用
留
』
に
残
さ
れ
た
す
べ

て
の
興
行
届
出
文
書
の
中
で
も
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

天
満
芝
居
は
天
満
天
神
社
の
境
内
に
立
地
す
る
芝
居
小
屋
で
、
惣

南
組
御
月
番

惣
御
年
寄
様

酉
五
月
朔
日

座
本中
村
玉
五
郎
印

座
本中
村
玉
五
郎
印
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年
寄
の
永
瀕
が
管
轄
す
る
南
組
と
は
異
な
る
地
域
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
他
の
興
行
届
は
、
す
べ
て
道
頓
堀
に
位
置
す
る
芝
居

小
屋
で
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
届
は
『
御
用
留
』
の
芝
居
関
係
記
事

の
中
で
も
、
特
異
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
届
出
義
務

の
あ
っ
た
提
出
先
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
上
演
外
題
に
つ
い
て
は
残
存
す
る
番
付
と
合
致
し
て
い

る。0
文
久
三
年
三
月
の
角
芝
居
二
度
の
延
引

こ
の
月
、
角
芝
居
か
ら
出
さ
れ
た
原
文
書
三
点
が
保
存
さ
れ
て
い

る
。
日
付
順
に
そ
の
概
要
を
記
す
と
、
ま
ず
三
月
三
日
に
、
次
回
の

興
行
は
前
狂
言
が
『
忠
臣
蔵
』
、
切
狂
言
は
『
廓
文
章
吉
田
屋
』

で
看
板
を
差
し
出
し
、
来
る
六
日
よ
り
初
日
を
開
け
る
予
定
で
あ
る

と
の
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
三
月
七
日
に
は
、
さ
き
に
初

日
を
六

H
よ
り
と
申
し
出
た
が
、
来
る
九
日
よ
り
と
変
更
し
た
い
旨

が
届
け
ら
れ
、
そ
し
て
三
月
十
日
に
、
さ
き
に
初
日
を
九
日
か
ら
に

す
る
と
届
け
た
が
、
道
具
が
万
端
揃
い
兼
ね
る
た
め
、
初
日
を
来
る

十
二
日
か
ら
に
再
変
更
し
た
い
、
と
断
っ
て
い
る
。

初
日
を
延
引
し
た
い
と
の
届
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
し
ば
し
ば

見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
二
度
に
わ
た
っ
て
延
引
を
願
い
出

た
こ
と
が
、
文
書
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
る
。
な

お
、
役
割
番
付
で
は
三
月
吉
日
よ
り
と
の
日
付
で
、
上
記
の
二
つ
の

座
本

外
題
を
記
し
た
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
翌
年
の
評
判
記
『
役
者
当
世

競
』
で
は
、
番
付
に
も
名
前
が
見
ら
れ
る
市
川
瀧
十
郎
の
評
に
「
三

ノ
替
り
忠
臣
蔵
に
塩
谷
判
官
、
何
て
も
引
受
て
致
さ
る
、
調
法
な
お

か
た
で
ム
り
升
」
と
の
文
言
も
あ
る
の
で
、
こ
の
興
行
は
再
度
の
延

引
の
後
に
無
事
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

[
人
形
浄
瑠
璃
]

.
0
文
久
二
年
三
月
の
竹
田
芝
居

座
本
か
ら
の
興
行
届
出
の
中
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
も
数
例

含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
示
す
一
連
の
原
文
書
は
、
文
久
二
年
三
月
の

竹
田
芝
居
で
の
興
行
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

永
瀬
が
月
番
と
な
っ
た
三
月
分
で
は
、
ま
ず
三
月
三
日
に
次
の
届

が
出
さ
れ
て
い
る
。
乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
差
加
へ
狂
言
外
題
、
左
二
奉
申
上
候
。

一
、
名
筆
反
魂
香

一
、
芦
屋
道
満
大
内
鑑

右
看
板
今
日
差
出
度
、
三
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段

御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐戌
三
月
三
日
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乍
恐
口
上

惣
御
年
寄
様

「
急
病
人
が
出
た
」
と
い
う
の
は
実
際
の
こ
と
な
の
か
、
名
目
上

の
断
り
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
興
行
は
十
日

ほ
ど
で
休
止
と
な
っ
た
。
そ
し
て
十
六
日
に
は
次
の
届
が
出
さ
れ
て

い
る
。

座
本吉
田
熊
吉

惣
御
年
寄
様

こ
れ
に
先
立
っ
て
二
月
中
に
次
回
の
上
演
外
題
が
提
出
さ
れ
て
い

た
ら
し
く
、
三
日
付
で
は
外
題
の
追
加
と
、
本
日
（
三
日
）
か
ら
初

日
を
開
け
る
旨
が
断
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
興
行
の
役
割
番
付
に
は
、

『
義
経
千
本
桜
』
『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』
『
恋
娘
昔
八
丈
』
と
、
文
書

に
追
加
が
記
さ
れ
て
い
た
『
名
筆
反
魂
香
』
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』

(2) 

の
計
五
本
の
外
題
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
同
月
十
二
日
付
で
、
次
の
よ
う
な
届
が
出
さ
れ
た
。

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
急
病
人
出
来
候
二
付
、
今
日
切
二
相
休
ミ
申
候

ニ
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐戌
三
月
十
二
日

吉
田
熊
吉

印 印

惣
御
年
寄
様

こ
の
届
は
座
本
の
吉
田
熊
吉
の
退
任
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
竹
田
芝
居
で
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
は
い
っ
た
ん
休
止

(
3
)
 

と
な
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
歌
舞
伎
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
御
用
留
』
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
控
記
事
に
残
さ
れ
て
い
る
、

太
夫
や
人
形
遣
い
の
移
動
を
届
け
た
も
の
に
も
、
こ
の
興
行
に
か
か

わ
る
も
の
が
多
い
。

文
久
二
年
三
月
三
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
届
出
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
永
瀬
の
手
に
よ
っ
て
簡
略
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

一
、
京
都
宮
川
町
式
丁
目
松
屋
十
兵
衛
借
屋
伊
セ
屋
甚
兵

衛
二
、
人
形
遣
ひ
吉
田
辰
蔵
・
桐
竹
門
蔵
•
吉
田
兵
花
•
吉

田
源
十
郎
•
吉
田
冠
十
郎
•
吉
田
松
楽
・
吉
田
玉
丸
·
吉
田

（度）

金
花
、
右
之
者
共
此
当
地
へ
稼
中
、
久
左
衛
門
町
国
分
屋
佐

兵
衛
借
屋
堺
屋
伊
之
助
方
二
旅
宿
致
し
候
段
、
宿
主
・
家

主
・
五
人
組
・
年
寄
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
こ
に
旅
宿
が
届
け
ら
れ
て
い
る
八
人
の
人
形
遣
い
は
い
ず
れ

も
、
こ
の
月
の
竹
田
芝
居
の
番
付
に
そ
の
名
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
三
月
七
日
に
は
、
岩
田
町
の
綿
屋
三
郎
兵
衛
に
同
家
す
る

吉
田
熊
吉

印

一
、
竹
田
芝
居
借
受
、
座
本
仕
候
所
、
病
気
二
付
、
今
日

6
相

退
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐
戌
三
月
十
六
日
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〔

3
月
7
日〕

惣
御
年
寄
様

片
岡
幸
治
郎
印

尾
張
屋
新
蔵
こ
と
竹
本
大
住
太
夫
が
、
こ
の
た
ぴ
江
戸
よ
り
帰
坂
し

た
と
の
届
が
控
え
ら
れ
て
お
り
、
三
月
十
日
に
は
江
戸
の
竹
本
大
美

太
夫
が
、
当
地
で
の
出
演
中
、
や
は
り
岩
田
町
の
綿
屋
三
郎
兵
衛
方

に
旅
宿
す
る
と
の
記
事
が
控
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
人
も
こ
の

月
の
竹
田
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。

• 

0
歌
舞
伎
か
ら
浄
瑠
璃
興
行
へ
の
交
替
例

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
正
月
の
若
太
夫
芝
居
で
は
、
片
岡
幸
治

郎
を
座
本
と
す
る
歌
舞
伎
興
行
が
な
さ
れ
て
い
た
。
残
存
番
付
に
よ

れ
ば
『
姫
競
双
葉
絵
草
紙
』
と
『
花
洛
源
氏
閏
旗
上
』
の
上
演
で
あ

る
。
三
月
に
入
り
、
座
本
の
交
替
を
知
ら
せ
る
文
書
が
惣
年
寄
に
出

さ
れ
て
い
る
。

〔

3
月
7
日〕
乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
借
受
座
本
仕
候
所
、
病
気
二
付
相
退
キ
度
、

乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三亥
三
月
七
日

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
借
受
座
本
仕
、
操
り
浄
る
り
興
行
仕
度
候
二

付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
年
戌
三
月
七
日

吉
田
熊
吉

惣
御
年
寄
様

一
通
目
で
片
岡
幸
治
郎
が
退
任
し
、
二
通
目
で
前
年
三
月
の
竹
田

芝
居
で
も
座
本
を
勤
め
て
い
た
吉
田
熊
吉
が
、
新
た
に
座
本
と
な
っ

て
浄
瑠
璃
の
興
行
を
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立

ち
、
同
じ
三
月
七
日
付
で
次
の
よ
う
な
控
記
事
が
書
き
留
め
ら
れ
て

い
る
。
一
、
大
和
町
因
幡
屋
奈
良
三
郎
代
判
八
三
郎
借
屋
松
屋
熊
吉
与

申
者
、
此
度
人
形
遣
ひ
相
成
、
吉
田
熊
吉
与
名
前
差
出
候

旨
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

い
っ
た
ん
芸
能
関
係
者
の
身
分
か
ら
離
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
吉

田
熊
吉
か
ら
、
芸
能
者
と
し
て
の
復
帰
の
届
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ

れ
は
、
さ
き
に
見
た
歌
舞
伎
座
本
の
中
村
冨
助
と
同
様
の
事
例
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
後
は
具
体
的
な
興
行
の
内
容
に
つ
い
て
の
文
書
が

続
い
て
お
り
、
次
の
も
の
は
や
は
り
同
じ
く
七
日
付
で
あ
る
。

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
仕
度
狂
言
、
左
二
奉
申
上
候
。

印
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惣
御
年
寄
様

外
題
の
う
ち
、
末
尾
の

r
我
童
冥
途
の
乗
込
」
は
、
こ
の
年
二
月

十
六
日
に
八
代
目
仁
左
衛
門
と
し
て
没
し
た
、
二
代
目
片
岡
我
童
の

追
悼
を
当
て
込
ん
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
三
月
十
五
日
に
、

初
日
を
来
る
十
七
日
か
ら
と
届
け
て
い
る
が
、
翌
十
八
日
に
外
題
の

変
更
を
願
い
出
て
い
る
。

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
切
狂
言
、
伊
賀
越
道
中
双
六
・
沼
津
段
奉
御

願
上
候
所
、
外
題
改
メ
、
花
の
旅
川
竹
銀
杏
卜
仕
度
、
乍
恐

此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三亥
三
月
十
八
日

吉
田
熊
吉

座
本

印

一
、
奥
品
安
達
原

一
、
白
石
は
な
し

一
、
鎌
倉
三
代
記

一
、
堀
川

一
、
我
童
冥
途
の
乗
込

右
看
板
今
日
差
出
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
年
亥
三
月
七
日

役
者
個
人
の
動
向
に
つ
い
て
の
届

惣
御
年
寄
様

こ
の
文
書
で
変
更
が
願
い
出
ら
れ
て
い
る
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』

は
、
七
日
付
の
外
題
届
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
あ
た
り
の
事

情
は
、
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
は
い
ま
ひ
と
つ
明
確
に
な
ら
な
い
。
番

付
に
見
ら
れ
る
外
題
は
『
奥
州
安
達
原
」
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
『
鎌

倉
三
代
記
』
『
お
し
ゅ
ん
伝
兵
衛
猿
曳
門
出
諷
』
『
片
岡
我
童
冥

途
の
乗
込
』
（
別
番
付
で
は
『
片
岡
我
童
花
旅
川
片
燕
』
）
で
、
最
後
の

演
目
は
い
ず
れ
に
し
て
も
片
岡
我
童
を
追
悼
す
る
も
の
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

役
者
の
動
向
に
か
か
わ
る
控
記
事
の
う
ち
、
三
月
十
八
日
付
で
、

岩
田
町
に
旅
宿
す
る
浄
瑠
璃
語
り
竹
本
大
美
太
夫
が
豊
竹
勝
太
夫
と

改
名
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
改
名
も
こ
の
興
行
へ
の
出
演

に
際
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
御
用
留
』
中
に
は
、
大
坂
以
外
の
地
で
の
芝
居
に
出
演
す
る
た

め
の
、
役
者
（
人
形
浄
瑠
璃
に
従
事
す
る
芸
能
者
も
含
め
、
以
後
「
役
者
」

と
称
す
る
）
の
移
動
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
数
控
え
ら
れ
て
い
る
。

移
動
を
含
め
、
役
者
の
個
人
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
原
文
書
は
残
さ

座
本吉
田
熊
吉

印
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れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
が
永
瀬
の
手
に
よ
る
簡
略
な
控
で
あ
る
。

前
稿
で
も
記
し
た
が
、
役
者
個
人
に
対
し
て
、
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事
項
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
く
と
、

大
坂
在
住
の
役
者
に
対
し
て
は
、
他
地
方
へ
の
旅
稼
に
伴
う
離
坂
や

旅
稼
よ
り
の
帰
坂
の
ほ
か
、
新
規
に
役
者
と
な
る
時
、
改
名
、
転

宅
、
家
出
（
長
期
不
在
）
、
家
出
役
者
の
帰
宅
、
廃
業
届
、
死
亡
届
と

い
っ
た
、
戸
籍
上
の
変
更
事
項
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
い
っ
ぽ

う
、
他
地
方
か
ら
来
坂
し
た
役
者
に
対
し
て
は
、
旅
宿
先
の
届
、
出

立
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
届
け
出
る
べ
き
範
囲
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
役
者
個
々
人
の
詳
細
な
検
討
は
措
き
、
こ
の
項
で
は
そ
れ
ら
の

記
事
か
ら
う
か
が
え
る
各
興
行
へ
の
出
演
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き

た
い
。

[
役
者
の
他
地
芝
居
出
演
の
た
め
の
移
動
]

0
安
政
6
年
10
月
2
8
.
2
9
日

両
日
追
々
届
候

廿
八
日

廿
九
日

一
、
宗
右
衛
門
町
歌
舞
妓
役
者
嵐
鱗
子
、
同
町
片
岡
市
蔵
、
同
町

尾
上
菊
次
郎
、
藤
川
八
太
郎
、
久
左
衛
門
町
藤
川
友
吉
、
同
町

市
川
瀧
十
郎
、
宗
右
衛
門
町
嵐
吉
三
郎
、
以
上
七
人
之
者
、
此

か
せ
ぎ

度
京
都
江
拌
二
罷
越
候
段
、
年
寄
・
五
人
組
・
家
主
連
印
二
而

届
出
候
事
。

こ
れ
は
十
一
月
の
京
都
顔
見
世
へ
の
出
演
の
た
め
、
役
者
が
大
坂

を
離
れ
る
旨
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
名
の
挙
が
っ
た
七

人
に
つ
い
て
は
、
安
政
六
年
十
一
月
の
番
付
に
よ
り
、
市
蔵
・
八
太

郎
・
友
吉
・
瀧
十
郎
が
四
条
北
側
大
芝
居
、
鱗
子
・
菊
次
郎
・
吉
三

郎
が
四
条
南
側
大
芝
居
に
出
演
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

0
万
延
元
年
8
月
6
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
相
嶋
嶋
十
郎
与
申
者
、
京
都
合
当
地
芝
居
江
稼

二
罷
越
候
中
、
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
松
之
助
借
屋
・
中
村
屋
新

七
方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。
（ママ）

一
、
前
同
断
中
村
玉
次
郎
与
申
者
者
、
京
都

6
当
地
芝
居
江
稼

二
罷
越
、
稼
中
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
松
之
助
借
屋
・
中
村
屋
新

七
方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。

0
万
延
元
年
8
月
8
日

（ママ）

一
、
歌
舞
妓
役
者
片
岡
銀
杏
丸
与
申
者
、
京
都
合
当
地
江
稼
二

罷
越
、
稼
中
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
松
之
助
借
屋
・
中
村
屋
新
七

方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。

こ
れ
ら
は
相
嶋
嶋
十
郎
な
ど
三
人
の
役
者
が
、
大
坂
で
の
芝
居
出

演
の
た
め
旅
宿
を
す
る
に
際
し
て
の
届
で
あ
る
。
三
人
は
い
ず
れ

も
、
「
八
月
吉
日
合
」
の
天
満
天
神
芝
居
の
番
付
に
名
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
も
登
場
す
る
、
宗
右
衛
門
町
の
中
村
屋
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新
七
方
に
は
、
ほ
か
に
も
多
数
の
役
者
が
宿
泊
し
て
い
る
。
細
か
な

こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
中
村
屋
新
七
を
は
じ
め
と
す
る
、
役

者
の
身
元
引
き
受
け
人
と
な
っ
て
い
る
幾
人
か
は
、
こ
の
時
期
に
何

ら
か
の
形
で
芝
居
の
興
行
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

0
万
延
元
年
8
月
8
日

一
、
前
同
断
嵐
璃
旺
与
申
者
、
当
五
月
合
京
都
江
稼
二
罷
越
候

処
、
此
度
罷
帰
り
候
旨
届
出
候
事
。

嵐
璃
旺
（
二
代
目
）
は
同
年
五
月
か
ら
京
都
の
四
条
南
側
大

芝
居
に
出
演
し
た
こ
と
が
番
付
か
ら
確
か
め
ら
れ
、
万
延
二
年

た
と
へ
ぐ
さ

の
『
役
者
研
言
草
』
に
は
、
「
五
月
に
ハ
御
上
京
二
て
南
芝
居
、

『
幼
稚
子
敵
討
』
二
民
谷
源
八
郎
役
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
稼
ぎ
よ
り
帰
坂
し
（
居
住
地
不
記
）
、
こ
の
八
月
に
は
筑
後
芝

居
に
出
演
し
て
い
る
。

0
万
延
元
年
8
月
10
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
尾
上
菊
次
郎
与
申
者
、
当
五
月
6
京
都
江
稼
二

罷
越
候
処
、
此
度
罷
帰
り
候
旨
届
出
候
事
。

尾
上
菊
次
郎
（
二
代
目
）
は
五
月
か
ら
の
京
都
稼
ぎ
よ
り
帰
坂
し

（
居
住
地
不
記
）
、
番
付
に
よ
れ
ば
こ
の
月
の
中
芝
居
に
出
演
し
て
い

る
。
『
役
者
研
言
草
』
に
も
「
四
月
ハ
京
南
芝
居
、
『
先
代
萩
』
二
け

い
せ
い
高
尾
・
女
房
お
ち
か
の
二
役
、
…
盆
替
り
中
の
座
」
と
あ

る。
0
万
延
元
年
8
月
11
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
尾
上
鈴
蔵
与
申
者
、
京
都
合
当
地
芝
居
江
稼
二

罷
越
候
、
稼
中
宗
右
衛
門
町
河
内
屋
六
兵
衛
支
配
か
し
や
・
永

田
屋
又
七
方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。

尾
上
鈴
蔵
は
こ
の
月
の
角
芝
居
の
番
付
に
名
が
あ
り
、
そ
の
出
演

に
伴
う
旅
宿
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

0
万
延
元
年
8
月
11
日

一
、
前
同
断
三
桝
源
之
助
与
申
者
、
江
戸
表
合
当
地
芝
居
江
稼
二

罷
越
、
稼
中
久
左
衛
門
町
淡
路
屋
喜
一
郎
借
屋
・
三
木
屋
鶴
次

郎
代
判
清
吉
方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。

0
万
延
元
年
8
月
12
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
尾
上
多
蔵
与
申
者
、
京
都
な
当
地
芝
居
稼
二
罷

越
候
。
稼
中
宗
右
衛
門
町
紅
屋
太
五
郎
か
し
や
・
紙
屋
卯
兵
衛

方
二
旅
宿
致
度
旨
届
出
候
事
。

三
桝
源
之
助
と
尾
上
多
蔵
は
と
も
に
こ
の
月
の
堀
江
芝
居
の
番
付

に
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
三
桝
源
之
助
は
三
代
目
に
あ
た
り
、
の
ち

に
初
代
中
村
宗
十
郎
を
名
乗
っ
た
役
者
で
あ
る
。
こ
の
年
二
月
に
二

代
目
源
之
助
が
没
し
、
八
月
に
堀
江
芝
居
で
三
代
目
を
襲
名
し
た
。
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こ
こ
に
み
ら
れ
る
旅
宿
の
届
は
、
そ
の
襲
名
の
た
め
の
来
坂
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
『
役
者
秤
言
草
』
に
は
「
名
古
屋
の
お
住
居
の
所
、

此
度
京
桝
や
の
御
養
子
と
お
成
な
さ
れ
、
去
秋
堀
江
市
の
側
芝
居
ヘ

御
出
勤
に
て
珍
重
（
」
と
あ
る
が
、
直
接
襲
名
に
は
触
れ
て
い
な

、。＞ 0
万
延
2
年

(11
文
久
元
年
）

1
月
10
日

一
、
宗
右
衛
門
町
歌
舞
妓
役
者
大
谷
友
松
、
嵐
徳
三
郎
、
中
村
雀

右
衛
門
、
嵐
璃
寛
、
右
之
者
共
、
去
十
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候

処
、
此
度
帰
宅
致
候
段
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

0
万
延
2
年
1
月
12
、
13
日

十
二
日
之
内

十
三
日

一
、
宗
右
衛
門
町
歌
舞
妓
役
者
中
村
仲
助
・
嵐
吉
三
郎
、
久
左
衛

門
町
中
村
友
三
、
右
之
者
共
、
去
十
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候

処
、
此
度
帰
坂
い
た
し
候
段
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

こ
れ
ら
は
京
都
で
の
顔
見
世
興
行
出
演
に
伴
う
離
坂
か
ら
の
帰
宅

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
番
付
に
よ
れ
ば
、
万
延
元
年
十
一
月
の
顔

見
世
に
は
、
友
松
・
雀
右
衛
門
は
四
条
北
側
、
璃
寛
（
三
代
目
）
．

仲
助
•
吉
三
郎
・
友
三
は
四
条
南
側
の
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
（
徳

三
郎
に
つ
い
て
は
番
付
に
は
名
が
見
え
な
か
っ
た
）
。
こ
の
う
ち
末
尾
に

名
が
挙
が
っ
て
い
る
、
道
化
方
の
中
村
友
三
（
二
代
目
）
は
こ
の
年

の
三
月
に
没
し
て
お
り
、
万
延
元
年
の
四
条
南
側
芝
居
が
最
後
の
舞

台
に
な
っ
た
と
い
う
。

0
万
延
2
年
1
月
17
日

一
、
江
戸
猿
若
町
壱
丁
目
、
歌
舞
妓
役
者
尾
上
梅
幸
与
申
者
、
此

度
当
地
稼
二
罷
越
候
。
右
稼
中
、
宗
右
衛
門
町
禎
次
郎
代
判
藤

兵
衛
か
し
や
・
中
村
屋
新
七
旅
宿
致
候
旨
、
例
之
通
り
連
印
書

付
ヲ
以
届
出
候
事
。

こ
れ
は
江
戸
で
活
躍
す
る
尾
上
梅
幸
の
旅
宿
を
届
け
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
梅
幸
は
代
数
に
数
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
四
代
目
と
五
代

目
の
間
に
位
置
し
、
後
に
初
代
実
川
延
若
と
な
っ
た
役
者
に
あ
た

る。
ま
た
、
翌
年
（
文
久
二
年
）
の
『
御
用
留
』
に
は
、
六
月
二
十
日

付
で
次
の
よ
う
な
控
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

一
、
歌
舞
妓
役
者
尾
上
梅
幸
与
申
者
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門

（ママ）

町
榎
屋
禎
次
郎
代
判
藤
助
か
し
や
•
新
七
二
旅
宿
罷
在
候
処
、

此
度
江
戸
表
へ
帰
府
仕
候
旨
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

尾
上
梅
幸
は
こ
の
時
点
で
江
戸
へ
帰
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
る
。
一
年
五
カ
月
ほ
ど
の
大
坂
滞
在
期
間
中
に
、
梅
幸
は
以
下
の

芝
居
に
出
演
し
た
こ
と
が
、
役
割
番
付
や
評
判
記
の
記
述
か
ら
確
認

で
き
る
。

ま
ず
文
久
元
年
は
「
去
春
御
上
坂
に
て
中
の
座
へ
御
出
勤
」
（
文
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久
二
年
『
役
者
金
剛
伝
』
）
、
続
い
て
＿
―
-
月
吉
日
よ
り
筑
後
芝
居
に
出
演

（
番
付
）
。
五
月
か
ら
は
竹
田
芝
居
に
出
演
し
（
『
役
者
金
剛
伝
』
）
同
じ

＜
竹
田
芝
居
で
、
七
月
吉
H
よ
り
の
『
契
情
大
江
山
』
等
に
出
演
し

て
い
る
（
番
付
）
。
盆
替
り
興
行
の
「
次
の
替
り
ハ
京
南
芝
居
」
へ

行
き
（
『
役
者
金
剛
伝
』
）
、
大
坂
に
戻
っ
て
十
一
月
吉
日
よ
り
の
天
満

天
神
芝
居
（
番
付
）
を
勤
め
た
後
、
「
極
月
に
ハ
ほ
り
へ
芝
居
に
御

出
勤
」
で
あ
っ
た
（
文
久
三
年
『
役
者
日
本
鑑
』
）
。
文
久
二
年
は
ま

ず
、
正
月
吉
日
よ
り
の
竹
田
芝
居
に
出
演
し
（
番
付
）
、
「
是
切
二
て

堺
芝
居
へ
御
越
に
て
、
三
月
よ
り
筑
後
芝
居
」
（
『
役
者
日
本
鑑
』
）
、

そ
し
て
五
月
吉
日
よ
り
の
筑
後
芝
居
に
出
演
し
た
（
番
付
）
。
こ
の

よ
う
に
滞
在
期
間
中
は
次
々
と
京
坂
の
各
芝
居
に
出
演
し
、
六
月
半

ば
に
江
戸
へ
戻
っ
て
い
る
。
文
久
三
年
の
評
判
記
『
役
者
日
本
鑑
』

は
、
五
月
の
筑
後
芝
居
を
最
後
に
、
大
坂
を
離
れ
て
江
戸
の
中
村
座

へ
出
演
し
た
と
記
し
て
い
る
。

0
万
延
2
年
1
月
16
日

一
、
久
左
衛
門
町
藤
川
正
三
郎
、
同
町
藤
川
友
吉
、
去
申
十
月
京

都
へ
稼
二
罷
越
候
処
、
此
節
帰
宅
い
た
し
候
段
、
連
印
書
付
ヲ

以
断
出
候
事
。

こ
の
記
事
中
に
あ
る

•
q「
去
申
十
月
」
は
、
こ
の
前
年
の
万
延
元
年

か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
か
ら
の
京
都
稼
ぎ
か
ら
帰
坂
し
た
旨
の

届
で
あ
る
。
万
延
元
年
十
一
月
吉
日
よ
り
の
四
条
北
側
大
芝
居
の
番

付
に
藤
川
友
吉
の
名
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
番
付
に
は
藤
川
勝

三
郎
と
い
う
役
者
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
御
用
留
』
に
控
え
ら
れ

た
藤
川
正
三
郎
は
こ
の
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。

0
万
延
2
年
1
月
1
8
日

一
、
宗
右
衛
門
町
歌
舞
妓
役
者
片
岡
登
之
助
、
去
ル
辰
年
江
戸
表

ヘ
稼
二
罷
越
候
処
、
此
度
罷
帰
候
旨
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候

事。

こ
れ
は
片
岡
登
之
助
が
「
去
辰
年
」
の
江
戸
稼
ぎ
よ
り
帰
坂
し
た

と
の
記
事
で
あ
る
が
、
万
延
二
年
（
二
月
半
ば
で
文
久
に
改
元
）
は
戌

年
で
あ
り
、
「
去
辰
年
」
は
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
と
考
え
ら
れ

る
。
文
久
二
年
の
『
役
者
金
剛
伝
』
で
の
、
登
之
助
の
項
に
は
「
松

葉
屋
丈
久
々
の
御
上
坂
に
て
珍
重
／
＼
。
中
の
座
二
の
替
り
『
花
白

浪
』
に
女
房
小
わ
た
役
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
久
方
ぶ
り
の
大
坂
の

舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

.
〇
文
久
元
年
5
月
6
日

一
、
歌
舞
妓
役
者
片
岡
市
蔵
、
是
迄
稼
中
宗
右
衛
門
町
紙
屋

□助

支
配
か
し
や
・
大
菊
屋
嘉
七
二
同
家
罷
在
候
処
、
此
度
同
町
榎

並
屋
禎
次
郎
代
判
藤
兵
衛
借
屋
・
中
村
屋
新
七
方
へ
同
家
替
断

か
せ
ぎ

出
候
。
且
又
右
市
蔵
、
此
度
京
都
へ
拌
二
罷
越
候
段
、
連
印

書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。
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片
岡
市
蔵
が
宗
右
衛
門
町
内
で
中
村
屋
新
七
方
へ
同
家
替
し
て
お

り
、
ま
た
京
都
へ
行
く
旨
を
届
け
て
い
る
。
『
役
者
金
剛
伝
』
は
、

「
五
月
か
ハ
り
ハ
京
南
芝
居
に
て
一
の
谷
に
石
屋
の
弥
陀
六
、
毎
度

の
お
勤
ゆ
へ
お
手
に
入
た
も
の
（
」
と
京
都
で
の
出
演
を
評
し
て

い
る
。0

文
久
元
年
5
月
8
日

一
、
御
前
町
歌
舞
妓
役
者
実
川
延
三
郎
、
此
度
京
都
稼
二
罷
越
候

段
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

こ
こ
に
み
え
る
実
川
延
三
郎
（
初
代
）
は
文
久
二
年
の
『
役
者
金

剛
伝
』
で
は
、
立
役
巻
頭
の
「
大
上
上
吉
」
に
位
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
「
五
月
替
り
ハ
京
南
芝
居
へ
御
上
京
に
て
、
一
の
谷
に
源
よ
し

経
、
か
様
に
お
役
ハ
よ
い
事
ハ
知
連
て
ム
り
升
」
等
と
あ
る
の
で
、

こ
の
月
は
四
条
南
側
芝
居
へ
出
演
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

0
文
久
2
年
3
月
5
日

一
、
京
都
歌
舞
妓
役
者
市
川
高
蔵
・
市
川
瀧
蔵
与
申
者
、
此
度
当

地
天
満
天
神
芝
居
へ
稼
二
罷
越
、
稼
中
、
大
和
町
筈
屋
長
吉
か

し
や
•
平
野
屋
伊
八
二
旅
宿
罷
仕
候
段
、
連
印
書
付
を
以
断
出

候
事
。

京
都
の
役
者
が
天
満
天
神
芝
居
へ
の
出
演
の
た
め
に
来
坂
し
、
大

和
町
に
旅
宿
し
て
い
る
が
、
天
満
天
神
芝
居
へ
の
出
演
を
届
け
た
事

例
は
珍
し
い
。

こ
の
時
の
役
割
番
付
を
み
る
と
、
市
川
高
蔵
の
名
は
見
え
る
が
、

も
う
一
人
の
市
川
瀧
蔵
は
所
見
が
な
く
、
「
市
川
瀧
作
」
な
る
役
者

が
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
届
出
も
し
く
は
控
記
事
の
誤
り
で
あ
ろ

、。

、つカ0
元
治
元
年
2
月
2
日

一
、
宗
右
衛
門
町
住
居
歌
舞
妓
役
者
三
舛
梅
舎
、
浅
尾
奥
山
、
右

之
者
共
去
亥
十
二
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
処
、
此
節
帰
宅
い
た

し
候
段
、
連
印
書
付
ヲ
以
届
出
候
事
。

こ
こ
に
み
え
る
梅
舎
と
奥
山
は
、
と
も
に
前
年
に
あ
た
る
文
久
三

年
(
-
八
六
三
）
十
一
月
の
四
条
南
側
芝
居
の
役
割
番
付
に
名
が
確

認
で
き
る
の
で
、
控
記
事
で
は
十
二
月
か
ら
の
上
京
と
な
っ
て
い
る

が
、
少
な
く
と
も
そ
の
前
月
か
ら
京
都
へ
移
動
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。0

元
治
元
年
2
月
2
日

一
、
京
都
新
宮
川
町
綿
屋
八
郎
兵
衛
借
屋
歌
舞
妓
役
者
尾
上
多
見

升
、
此
度
当
角
芝
居
へ
稼
二
罷
越
、
右
稼
中
、
大
和
町
筈
屋
甚

介
借
屋
•
平
野
屋
伊
八
方
旅
宿
致
し
候
段
、
連
印
書
付
ヲ
以
届

出
候
事
。

こ
の
記
事
は
、
京
都
の
役
者
尾
上
多
見
舛
の
角
芝
居
へ
の
出
演
を
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示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
届
に
続
く
時
期
の
番
付
に
よ
れ
ば
、
多
見

舛
は
こ
の
年
三
月
の
角
芝
居
で
座
本
を
勤
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
た

め
の
来
坂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
翌
元
治
二
年

(II

慶
応
元
年
〔
一
八
六
五
〕
）
の
三
月
ま
で
座
本
を
勤
め
た
こ
と
が
番
付

か
ら
確
認
で
き
る
。

0
元
治
元
年
2
月
12
日

一
、
京
都
建
仁
寺
松
原
上
ル
丹
波
屋
安
兵
衛
方
二
同
家
・
歌
舞
妓

役
者
片
岡
嘗
之
助
与
申
者
、
此
度
当
地
へ
、
稼
中
宗
右
衛
門
町

堺
屋
弥
助
支
配
借
屋
・
田
中
屋
玉
治
郎
方
二
旅
宿
い
た
し
候

段
、
連
印
書
付
を
以
届
出
候
事
。

こ
の
片
岡
当
之
助
は
、
番
付
に
よ
れ
ば
、
尾
上
多
見
舛
が
座
本
を

勤
め
た
三
月
か
ら
の
角
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。

0
元
治
元
年
9
月
2
日

一
、
京
五
条
•
新
宮
川
町
河
内
屋
半
兵
衛
方
同
家
歌
舞
妓
役
者
三

桝
舎
十
郎
与
申
者
、
此
度
当
地
角
之
芝
居
へ
稼
二
罷
越
、
稼
中

大
和
町
平
野
屋
伊
八
方
二
旅
宿
致
し
候
段
、
宿
主
・
五
人
組
・

年
寄
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

番
付
に
よ
る
と
、
三
桝
舎
十
郎
は
こ
の
届
に
先
立
つ
八
月
か
ら
角

芝
居
に
出
演
し
て
お
り
、
翌
十
月
は
東
竹
田
芝
居
の
番
付
に
名
が
見

ら
れ
る
。
八
月
の
番
付
と
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
が
、
単
に
届
を
出
し

0
元
治
元
年
9
月
1
4
日

て
い
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、

か
は
明
ら
か
で
な
い
。

そ
れ
と
も
実
際
に
来
坂
が
遅
れ
た
の

0
元
治
元
年
9
月
3
日

一
、
宗
右
衛
門
町
紅
屋
太
五
郎
借
屋
紙
屋
卯
兵
衛
方
二
旅
宿
歌
舞

妓
役
者
浅
尾
奥
山
与
申
者
、
当
五
月
京
都
へ
稼
二
罷
越
候
処
、

此
度
立
帰
候
段
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

浅
尾
奥
山
の
京
都
よ
り
の
帰
坂
を
届
け
た
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の

年
五
月
吉
日
よ
り
の
四
条
南
側
大
芝
居
の
番
付
に
奥
山
の
名
が
確
認

で
き
る
。

0
元
治
元
年
9
月
8
日

一
、
江
戸
猿
若
町
壱
丁
目
重
兵
衛
店
二
住
居
・
歌
舞
妓
役
者
嵐
雛

八
、
同
所
安
兵
衛
店
住
居
・
同
雛
四
郎
、
同
店
雛
十
郎
与
申

者
、
此
度
当
地
へ
稼
二
罷
越
、
稼
中
宗
右
衛
門
町
廣
金
屋
庄
左

衛
門
支
配
借
屋
・
淡
路
屋
喜
兵
衛
方
二
旅
宿
致
候
段
、
宿
主
・

家
主
・
五
人
組
・
年
寄
、
連
印
を
以
断
出
候
事
。

江
戸
の
役
者
嵐
雛
八
、
雛
四
郎
、
雛
十
郎
の
来
坂
に
伴
う
旅
宿
を

届
け
出
た
も
の
で
、
こ
の
三
名
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
月
の
中
芝
居
に

出
演
し
て
い
る
。
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一
、
宗
右
衛
門
町
堺
屋
弥
助
支
配
借
屋
・
田
中
屋
玉
治
郎
同
家
三

桝
鶴
五
郎
、
当
三
月
京
都
芝
居
へ
稼
罷
越
候
処
、
此
度
帰
坂
致

候
段
、
連
印
書
付
ヲ
以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
三
桝
鶴
五
郎
が
、
同
年
三
月
か
ら
の
京
都
芝
居
へ
の
出
演

を
終
え
て
帰
坂
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
番
付
か
ら

も
、
鶴
五
郎
は
こ
の
年
三
月
吉
日
よ
り
の
四
条
北
側
大
芝
居
に
出
演

し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

[
役
者
の
個
人
的
事
項
]

こ
こ
で
は
『
御
用
留
』
の
記
事
の
う
ち
、
他
地
域
へ
の
芝
居
出
演

に
伴
う
移
動
を
除
い
た
、
役
者
の
個
人
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る

諸
事
項
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
も
移
動
の
届
同
様
、
原
文
書
は
一
点

も
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
が
簡
略
な
控
記
事
で
あ
る
。
ま

た
、
芝
居
へ
の
出
演
と
異
な
り
、
改
名
や
新
規
入
門
等
に
つ
い
て
は

一
部
の
例
を
除
け
ば
、
他
の
資
料
で
裏
付
け
の
取
れ
な
い
も
の
が
多

、。
＞ヽ

0
安
政
6
年
1
0
月
2
7
日

一
、
久
左
衛
門
町
畳
屋
佐
兵
衛
借
屋
・
播
磨
屋
瀧
十
郎
二
同
家
、

歌
舞
妓
役
者
嵐
冠
十
郎
、
此
度
役
者
渡
世
相
止
候
段
、
年
寄
合

断
出
候
事
。

(
5
)
 

こ
れ
は
嵐
冠
十
郎
（
二
代
目
）
の
廃
業
を
示
す
届
で
あ
る
。
安
政

七
年

(11
万
延
元
年
〔
一
八
六
〇
〕
）
の
『
役
者
商
売
往
来
』
に
よ
れ

ば
、
冠
十
郎
は
安
政
六
年
三
月
に
は
竹
田
芝
居
、
四
月
に
は
天
満
天

神
芝
居
に
出
演
し
て
い
た
が
、
「
其
後
ハ
お
休
座
の
処
、
は
か
ら
す

も
御
病
気
の
御
様
子
、
御
本
腹
の
上
御
出
勤
を
ま
つ
て
居
り
升

（
」
と
あ
る
。
芸
界
に
は
病
気
に
よ
る
休
養
を
装
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
廃
業
の
届
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

0
元
治
元
年
8
月
晦
日

一
、
久
左
衛
門
町
井
筒
屋
鮎
蔵
倅
松
太
郎
、
此
度
実
川
二
葉
与
改

e
妓
鼠
）

名
、
新
規
歌
舞
役
者
二
相
成
候
段
、
連
印
ヲ
以
届
出
候
事
。

こ
の
記
事
は
、
月
番
と
な
っ
た
九
月
の
一
日
に
「
前
日
」
と
注
記

さ
れ
て
控
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
番
付
に
よ
れ
ば
実
川
二
葉

は
、
こ
の
届
出
よ
り
先
立
っ
て
、
八
月
吉
日
よ
り
の
天
満
天
神
芝
居

に
出
演
し
て
い
る
。

0
元
治
元
年
9
月
1
日

一
、
布
袋
町
近
江
屋
藤
兵
衛
借
屋
鳥
島
屋
佐
兵
衛
同
家
友
三
与
申

っ
と
脱
）

者
、
此
度
新
規
歌
舞
妓
役
者
二
相
成
、
中
村
友
三
名
前
差
出
候

段
、
連
印
を
以
断
出
候
事
。

こ
の
控
は
、
鳥
島
屋
佐
兵
衛
の
同
家
人
で
あ
る
友
三
が
、
こ
の
た

ぴ
新
規
に
役
者
と
な
っ
て
、
中
村
友
三
（
代
数
は
三
代
目
に
あ
た
る
）
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を
名
乗
る
と
の
内
容
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
の
資
料
に
照
合
し
て
み

る
と
、
こ
の
記
述
は
ど
う
も
正
確
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

く
る
。
番
付
を
た
ど
る
と
、
こ
の
届
に
先
立
つ
八
月
に
は
、
中
村
友

三
を
名
乗
る
役
者
が
角
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。

元
治
二
年
の
『
役
者
外
題
競
』
で
は
「
丸
升
丈
ハ
此
度
御
改
名
に

（
マ
マ
）

て
三
代
目
お
御
相
続
J

と
あ
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
改
名
と
届
け

出
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
．
何
ら
か
の
誤
り
で
新
規
の
芸
界
入
り
と
し
て

届
け
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

0
元
治
元
年
9
月
9

8

一
、
大
和
町
苔
屋
甚
助
借
屋
松
坂
屋
友
治
二
同
家
・
叶
雛
助
与
申

歌
舞
妓
役
者
、
嵐
雛
助
相
改
候
段
、
連
印
書
付
を
以
届
出
候

事。

叶
雛
助
が
嵐
雛
助
と
名
を
改
め
た
と
い
う
記
事
な
の
だ
が
、
こ
の

事
実
に
つ
い
て
は
こ
の
年
の
番
付
に
は
管
見
の
限
り
記
し
た
も
の
が

な
く
、
評
判
記
に
も
改
名
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

嵐
雛
助
（
七
代
目
）
は
こ
の
月
の
中
芝
居
に
出
演
し
、
『
忠
臣
蔵
」
で

判
官
な
ど
三
役
を
演
じ
て
い
る
。
彼
は
嘉
永
二
年
に
前
名
か
ら
叶
雛

助
と
改
名
し
、
安
政
五
年
に
七
代
目
嵐
雛
助
と
改
め
て
江
戸
の
守
田

座
へ
下
り
、
こ
の
元
治
元
年
に
大
坂
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
（
平
凡

社
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
）
。
こ
の
月
の
中
芝
居
が
、
大
坂
に
お
い
て
嵐

雛
助
を
名
乗
っ
て
の
最
初
の
舞
台
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
届
が
出
さ

0
元
治
元
年
9
月
25
日

0
元
治
元
年
9
月
10
日

一
、
御
前
町
近
江
屋
林
治
支
配
借
屋
・
高
岡
屋
喜
三
郎
方
二
同
家

音
吉
与
申
者
、
此
度
片
岡
銀
杏
丸
与
相
改
、
新
規
歌
舞
妓
役
者

二
相
成
候
。
且
又
、
宗
右
衛
門
町
池
屋
喜
八
郎
支
配
借
屋
・
桝

屋
房
之
助
二
同
家
吉
弥
与
申
者
、
嵐
吉
弥
与
相
改
、
新
規
歌

舞
役
者
二
相
成
候
段
、
何
れ
も
本
人
・
家
主
・
五
人
組
・
年

寄
、
連
印
書
付
を
以
断
出
候
事
。

こ
れ
は
御
前
町
音
吉
が
片
岡
銀
杏
丸
、
宗
右
衛
門
町
吉
弥
が
嵐
吉

弥
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
な
っ
た
こ
と
を
届
け
た

も
の
で
、
こ
の
う
ち
嵐
吉
弥
は
九
月
の
中
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。

0
元
治
元
年
9
月
19
日

否脱）

一
、
布
袋
町
大
和
屋
卯
兵
衛
借
屋
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
中
村
翫
雀

与
申
者
、
此
度
九
郎
右
衛
門
町
伊
丹
屋
駒
三
郎
代
判
伊
三
郎
借

屋
・
成
駒
屋
鶴
三
郎
方
江
養
子
二
相
成
候
段
、
連
印
書
付
を
以

断
出
候
事
。

中
村
翫
雀
（
三
代
目
）
が
養
子
に
な
っ
た
旨
の
届
出
で
あ
り
、
翫

雀
は
ま
た
、
こ
の
月
の
中
芝
居
に
出
演
し
て
い
る
。

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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一
、
宗
右
衛
門
町
糸
口
屋
奈
良
市
支
配
か
し
や
梅
屋
梅
舎
二
同
家

歌
舞
妓
役
者
三
升
他
人
与
申
者
、
当
月
廿
一
日
病
死
致
候
段
断

出
候
事
。

0
元
治
元
年
9
月
2
7
日

一
、
布
袋
町
大
岸
屋
助
三
郎
借
屋
二
罷
在
候
歌
舞
妓
役
者
尾
上
芙

雀
、
当
月
廿
五
日
病
死
致
候
段
断
出
候
事
。

0
元
治
元
年
9
月
28
日

一
、
宗
右
衛
門
町
油
屋
喜
八
郎
在
候
歌
舞
妓
役
者
中
村
駒
蔵
与
申

者
、
当
月
廿
五
日
病
死
致
候
段
断
出
候
事
。

偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
と
き
は
月
末
に
役
者
の
死
亡
届
が
三
件

続
い
て
い
る
。
元
治
二
年
の
『
役
者
外
題
競
』
は
、
前
年
に
死
没
し

た
役
者
に
つ
い
て
は
「
俗
名
尾
上
松
寿
、
三
桝
他
人
、
尾
上
芙

雀
」
と
記
す
の
み
で
、
命
日
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
『
御
用
留
』
の
記
事
か
ら
各
人
の
命
日
が
明
ら
か
に
な
る
。

た
び
と

二
十
一
日
没
の
三
桝
他
人
は
代
数
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
が
四
代
目

と
五
代
目
の
間
に
あ
た
る
役
者
で
、
二
十
五
日
没
の
尾
上
芙
雀
は
五

(
7
)
 

代
目
に
あ
た
り
、
若
女
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
芙
雀
と
同
じ
く
二
十

五
日
に
病
死
し
た
中
村
駒
蔵
に
つ
い
て
は
評
判
記
に
も
そ
の
死
亡
が

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
歴
も
詳
か
で
な
い
。

以
上
、
『
御
用
留
』
の
芝
居
関
係
記
事
の
う
ち
、
安
政
六
年
か
ら

元
治
元
年
ま
で
の
期
間
中
に
現
れ
る
特
徴
的
な
事
項
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
興
行
に
か
か
わ
る
事
項
の
中
で
は
、
開
幕
日
に
つ
い
て
再
三

の
延
引
を
届
け
て
い
る
事
例
か
ら
、
開
幕
日
が
変
動
す
る
ケ
ー
ス
は

珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
付
に
つ
い

て
は
厳
密
に
届
け
出
る
べ
き
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
様
子
が

う
か
が
え
た
。
文
久
元
年
の
天
満
芝
居
で
の
興
行
を
届
け
出
た
事
例

は
、
ま
だ
検
討
す
べ
き
課
題
を
残
し
て
は
い
る
が
、
道
頓
堀
の
芝
居

小
屋
以
外
に
寺
社
境
内
で
の
興
行
に
つ
い
て
も
惣
年
寄
へ
届
が
出
さ

れ
た
一
例
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
役
者
個
人
の
動
向
に
か
か
わ

る
届
出
に
つ
い
て
も
、
身
元
に
か
か
わ
る
細
か
な
事
項
ま
で
届
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
惣
年
寄
が
、
管
轄
圏
内
に

居
住
す
る
役
者
の
戸
籍
の
把
握
を
任
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る

が
、
元
治
元
年
の
中
村
翫
雀
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
年
間

の
『
御
用
留
』
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
他
地
の
芝
居

へ
の
出
演
に
伴
う
役
者
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ

番
付
や
評
判
記
か
ら
そ
の
記
述
が
裏
付
け
ら
れ
、
か
な
り
正
確
に
動

向
が
届
け
出
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

r
御
用
留
』
の
記
事
か
ら
は
、
当
時
の
社
会
制
度
の
中
で
芝
居
の

興
行
や
役
者
の
動
向
が
ど
の
程
度
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
が
明
ら
か

む
す
び
に
か
え
て
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と
な
る
が
、
芸
能
史
研
究
に
お
い
て
も
、
従
来
考
察
の
材
料
と
さ
れ

て
き
た
演
劇
関
係
の
資
料
に
加
え
て
こ
の
よ
う
な
行
政
関
係
の
文
書

を
用
い
る
こ
と
が
、
事
実
の
解
明
に
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
『
御
用
留
』
は
今
回
対
象
と
し
た
時
期
に
続
き
、
最
幕
末

に
当
た
る
慶
応
年
間
の
も
の
が
数
冊
残
存
し
て
い
る
の
で
、
次
の
機

会
に
は
そ
の
記
事
内
容
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

主―-＝ロ(
1
)
以
下
、
歌
舞
伎
の
番
付
は
主
と
し
て
阪
急
学
園
池
田
文
庫
蔵
の
も

の
に
拠
り
、
適
宜
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
や
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
。

(
2
)
以
下
、
人
形
浄
瑠
璃
の
番
付
は
『
義
太
夫
年
表
近
世
編
』
に
よ

る。

(
3
)
こ
れ
に
続
く
時
期
と
し
て
は
、
文
久
二
年
の
閏
八
月
吉
日
か
ら
の

歌
舞
伎
番
付
が
残
っ
て
い
る
。

(
4
)
筑
後
芝
居
の
番
付
に
は
「
八
月
吉
日
合
」
と
あ
る
が
、
池
田
文
庫

蔵
の
番
付
に
「
八
月
十
日
ヨ
リ
」
と
の
書
込
が
あ
り
、
こ
の
興
行

に
合
わ
せ
て
帰
坂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
〔
第
2
次
修

訂
版
〕
』
に
よ
れ
ば
、
安
政
六
年
に
は
嵐
冠
十
郎
を
名
乗
る
役
者

が
二
人
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
悪
・
敵
役
と
し
て
評
さ
れ
、
屋

号
も
具
足
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
二
代
目
と
判
断
し
た
。

(
6
)
確
実
な
資
料
に
よ
る
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
『
歌
舞
伎
人
名

事
典
』
に
よ
る
と
、
こ
の
友
三
は
一
二
代
目
で
あ
り
、
文
久
元
年
―
―
―

月
に
師
で
あ
る
二
代
目
友
三
が
没
し
た
後
、
元
治
元
年
の
八
月
に

角
芝
居
で
三
代
目
を
襲
名
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
主
に
大
坂
の

中
ゥ
・
小
芝
居
に
勤
め
、
道
外
方
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い

゜
、つ

(
7
)
『
演
刺
百
科
大
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
芙
雀
は
弘
化
元
年
に
五

代
目
を
襲
名
し
て
お
り
「
慶
応
二
年
没
し
た
と
い
わ
れ
る
」
と
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
早
く
こ
の
元
治
元
年
に
死
亡
し
た
と
思
わ
れ
る

（
『
歌
舞
伎
人
名
事
典
』
に
は
既
に
指
摘
）
。
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0
安
政
6
年
7
月
2
8
日
（
外
題
追
加
）

乍
恐
口
上

惣
御
年
寄
様

座
本中
村
竹
丸
印

『
御
用
留
』
所
載
の
芝
居
関
係
の
記
録
の
う
ち
、
原
文
書
を
抄
出

し
て
翻
刻
し
た
も
の
を
1
、
届
け
出
さ
れ
た
文
書
の
概
略
を
永
瀬
が

帳
面
に
控
え
て
記
録
し
て
い
た
も
の
の
一
覧
を
2
と
し
て
以
下
に
掲

載
す
る
。
文
書
の
句
読
点
は
私
に
補
っ
た
。

[
1
]
原
文
書

0
安
政
6
年
7
月
7
日
（
座
本
借
受
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
座
本
名
前
先
達
而
相
除
申
候
処
、

今
日
合
相
改
、
｀
中
村
竹
丸
卜
申
者
座
本
名
前
ヲ
以
歌
舞
妓
狂

言
興
行
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
何
卒
御

聞
済
被
成
下
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
。
以
上

安
政
六
未
年

七
月
七
日

〔
付
〕
安
政
六
年
ー
元
治
元
年
『
御
用
留
』
所
収
の
芝
居
関
係
記
事

惣
御
年
寄
様

座
本中
村
竹
丸
印

座
本中
村
竹
丸
印

l

、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
先
達
而
奉
願
上
候
狂
言
之
上
江
、

是
迄
有
来
候
達
模
様
積
燕
都
拮

右
狂
言
差
加
へ
、
看
板
今
日
差
出
申
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段

御
断
奉
申
上
候
。
何
卒
御
聞
済
被
成
下
候
ハ
、
難
有
奉
存

候
。
以
上

安
政
六
未
年

七
月
廿
八
日

惣
御
年
寄
様

0
安
政
6
年
10
月
1
日
（
興
行
休
止
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
先
達
而
合
興
行
仕
居
候
狂
言
、
今

日
合
相
休
申
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
何
卒

御
聞
済
被
成
下
候
ハ
ょ
難
有
奉
存
候
。
以
上

安
政
六
未
年

十
月
朔
日
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惣
御
年
寄
様

永
瀬
御
旦
那
様

座
本中
村
竹
丸
印

0
安
政
6
年
1
0
月
27
日
（
初
日
届
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
、
先
達
而
な
興
行
仕
来
候
狂
言
、

今
日

6
廿
九
日
迄
相
休
、
来
ル
十
一
月
一
日
合
是
迄
之
通
狂

言
興
行
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
何
卒
御

聞
済
被
成
下
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
。
以
上

安
政
六
未
年

十
月
廿
七
日

座
本嵐
和
三
橘

代

清

三

印

0
安
政
6
年
1
0
月

4
H
（
初
日
届
）

乍
恐
口
上

一
、
筑
後
芝
居
先
達
而
御
願
申
上
候
狂
言
、
来
ル
八
日
初
日
仕

度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

十
月
四
日

0
万
延
2
年
1
月
11
日
（
初
日
延
引
）

惣
御
年
寄
様

0
万
延
2
年
1
月
1
0
日
（
初
日
届
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
、
来
十
一
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御

断
奉
申
上
候
。
以
上

万
延
二
酉
正
月
十
日

惣
御
年
寄
様

正
月
八
日

座
本中
村
玉
二
印

座
本嵐

豊

丸

印

0
万
延
2
(
1
1
文
久
元
）
年
1
月
8
日
（
初
日
届
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
筑
後
芝
居
、
先
達
而
御
願
奉
申
上
候
狂
言
、
来
ル

十
一
日
初
日
仕
度
、
乍
恐
此
段
奉
願
上
候
。
何
卒
御
聞
済
被

為
成
下
候
ハ
、
難
有
仕
合
奉
存
候
。
以
上

酉
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0
文
久
元
年
5
月
1
日
（
興
行
休
止
）

乍
恐
口
上

正
月
十
一
日

0
万
延
2
年
1
月
2
2
日
（
興
行
休
止
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
此
侭
相
休
申
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上

候
。
以
上

万
延
二酉
正
月
廿
二
日

惣
御
年
寄
様

惣
御
年
寄
様

座
本
中

村

玉

二

印

座
嵐本

豊

丸

印

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
筑
後
芝
居
今
日
初
日
之
処
、
道
具
万
端
揃
兼
候
二

付
、
来
ル
十
三
日
初
日
仕
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。

以
上酉

0
文
久
元
年
5
月
5
日
（
外
題
届
）

南
組
御
月
番

惣
御
年
寄
様

0
文
久
元
年
5
月
1
日
（
外
題
届
）

乍
恐
口
上

一
、
天
満
芝
居
此
度
仕
候
狂
言
之
外
題
、
左
二
申
上
候
。

一
、
出
世
太
功
記

一
、
八
重
霞
か
し
く

右
、
今
日
看
板
差
出
、
七
日
初
日
仕
度
、
此
段
御
断
奉
申
上

候
。
以
上酉
五
月
朔
日

南
組
御
月
番

惣
御
年
寄
様

座
本
・中
村
玉
五
郎
印

座
本中
村
玉
五
郎
印

一
、
天
満
芝
居
狂
言
不
残
今
日
切
二
相
休
申
度
候
二
付
、
此
段

御
断
奉
申
上
候
。

酉
五
月
朔
日
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惣
御
年
寄
様

座
本中
村

玉

二

印

0
文
久
元
年
5
月
1
1
日
（
初
日
延
引
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
衣
装
出
来
兼
候
二
付
、
十
三
日
初
日
仕
度
、
此

段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
元酉
五
月
十
一
日

座
本中
村

玉

二

印

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
仕
度
狂
言
、
左
二
奉
申
上
候
。

一
、
花
菖
蒲
嬉
心
舷
橋

一
、
増
補
遊
山
桜

一
、
御
所
桜
堀
川
夜
討

一
、
お
染
久
松
嬰
請
売

右
看
板
今
日
差
出
度
、
来
九
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此

段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
元
年
酉
五
月
五
日

惣
御
年
寄
様

座
本片
岡

幸

治

郎

印

0
文
久
元
年
5
月
27
日
（
興
行
休
止
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
此
侭
相
休
ミ
申
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申

上
候
。
以
上

文
久
元酉
五
月
廿
七
日

0
文
久
2
年

3
月
3
日
（
外
題
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
仕
度
狂
言
、
左
二
奉
申
上
候
。

一
、
浪
花
賑
世
直
神
楽

右
之
看
板
差
出
、
来
三
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御

断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐戌
三
月
三
日

惣
御
年
寄
様

座
本中
村

玉

二

印
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惣
御
年
寄
様

惣
御
年
寄
様

座
本

0
文
久
2
年
3
月
1
2
日
（
興
行
休
止
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
急
病
人
出
来
候
二
付
、
今
日
切
二
相
休
ミ
申
候

ニ
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐戌
三
月
十
二
日

座
本吉
田
熊
吉

印

0
文
久
2
年

9
月
3
日
（
外
題
届
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
差
加
へ
狂
言
外
題
、
左
二
奉
申
上
候
。

r

、
名
筆
反
魂
香

-
．
、
芦
屋
道
満
大
内
鑑

右
看
板
今
日
差
出
度
、
三
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段

御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐戌
三
月
三
日

座
本

0
文
久
2
年
3
月
16
日
（
座
本
退
任
）

乍
恐
口
上

一
、
竹
田
芝
居
借
受
、
座
本
仕
候
所
、
病
気
二
付
、
今
日
6
相

退
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
弐
戌
三
月
十
六
日

惣
御
年
寄
様

吉
田
熊
吉

0
文
久
3
年
3
月
3
日
（
外
題
届
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
是
迄
有
来
候
狂
言
、

前
狂
言
忠
臣
蔵

切
狂
言
タ
ギ
リ
伊
左
ェ
門

右
看
板
今
日
差
出
申
度
候
。
来
ル
六
日
初
日
仕
度
候
間
、
乍

恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
癸
亥
年
三
月
三
日

惣
御
年
寄
様

印

吉
田
熊
吉
印
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惣
御
年
寄
様

惣
御
年
寄
様

惣
御
年
寄
様

片
岡
幸
治
郎
印

＝ママ）

片
岡
松
之
介
印

座
本 片

岡
松
之
助

0
文
久
3
年
3
月
7
日
（
初
日
延
引
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
、
先
達
而
六
日
初
日
差
出
候
儀
御

断
奉
申
上
候
。
来
ル
九
日
差
出
申
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
断

奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
亥
年
三
月
七
日

0
文
久
3
年
3
月
7
日
（
座
本
退
任
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
借
受
座
本
仕
候
所
、
病
気
二
付
相
退
キ
度
、

乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三亥
三
月
七
日

印

0
文
久
3
年
3
月
7
日
（
座
本
借
受
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
借
受
座
本
仕
、
操
り
浄
る
り
興
行
仕
度
候
二

付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
年
戌
三
月
七
日

惣
御
年
寄
様

座
本

0
文
久
3
年
3
月
7
日
（
外
題
届
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
仕
度
狂
言
、
左
二
奉
申
上
候
。

一
、
奥
励
安
達
原

一
、
白
石
は
な
し

一
、
鎌
倉
三
代
記

一
、
堀
川

一
、
我
童
冥
途
の
乗
込

右
看
板
今
日
差
出
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三
年
亥
三
月
七
日

吉
田
熊
吉

印
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惣
御
年
寄
様

惣
御
年
寄
様

0
文
久
3
年
3
月
15
日
（
初
日
届
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
来
十
七
日
初
日
仕
度
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御

断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三亥
＿
―
-
月
十
五
日

惣
御
年
寄
様

座
本吉
田
熊
吉

印

座
本片
岡
松
之
助

代

常

七

吉
田
熊
吉

印

0
文
久
3
年
3
月
10
日
（
初
日
延
引
）

乍
恐
口
上

一
、
道
頓
堀
立
慶
町
角
芝
居
、
先
達
而
初
日
九
日
与
御
届
奉
申

上
候
所
、
道
具
万
端
揃
兼
候
二
付
、
来
十
二
日
仕
度
候
間
、

乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
。
何
卒
御
聞
済
被
為
成
下
候

ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
。
以
上

文
久
三
亥
年

三
月
十
日

印

惣
御
年
寄
様

吉
田
熊
吉

座
本

印

0
文
久
3
年
3
月
18
日
（
外
題
差
替
）

乍
恐
口
上

一
、
若
太
夫
芝
居
切
狂
言
、
伊
賀
越
道
中
双
六
・
沼
津
段
奉
御

願
上
候
所
、
外
題
改
、
花
の
旅
川
竹
銀
杏
卜
仕
度
、
乍
恐
此

段
御
断
奉
申
上
候
。
以
上

文
久
三亥
三
月
十
八
日
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元
•
8
.
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元
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8
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【
芝
居
興
行
に
関
す
る
届
出
】

安
政
6
.
7
.
1
1

中
芝
居
の
座
本
、
市
川
て
る
よ
に
交
代
。

-
―
八
五
九
）6
.
7
.
2
4

中
芝
居
盆
替
り
狂
言
、
看
板
差
出
の
断
（
外
題

不
記
）
。

角
芝
居
、
先
に
届
け
た
狂
言
で
六
日
よ
り
初
日

開
幕
の
届
゜

竹
田
芝
居
座
本
、
中
村
冨
助
に
交
代
。

筑
後
芝
居
、
上
演
外
題
に
「
（
ひ
ら
か
な
）
盛
衰

記
」
差
し
加
え
。

角
芝
居
八
日
初
日
の
と
こ
ろ
、
道
具
揃
兼
ね
十

日
初
日
に
。

竹
田
芝
居
、
次
回
外
題
「
五
天
竺
西
遊
記
」
で

看
板
差
出
し
の
届
゜

中
芝
居
、
二
十
三
日
よ
り
初
日
開
幕
の
届
゜

角
芝
居
、
今
日
限
り
で
休
止
。

中
芝
居
、
道
具
揃
兼
ね
二
十
三
日
初
日
に

中
芝
居
、
今
日
限
り
休
止
。

中
芝
居
、
今
日
よ
り
看
板
差
出
の
届
。

中
芝
居
、
来
る
二
十
七
日
よ
り
初
日
開
幕
の

元
•
8
.
4

元
•
8
.
5

万
延
元
．
8
．

3

（
一
八
4

ハ
0
1

元
•
8
.
1
1

元
•
8
.
1
0

元
•
8
.
8

元
．
8
．
8

【
芸
能
者
個
人
に
関
す
る
届
出
】

履
者
の
他
地
芝
居
出
演
の
た
め
の
移
動
]

安
政
6
.
1
0
.
2
8
、
29

宗
右
衛
門
町
嵐
鱗
子
・
片
岡
市
蔵
・
尾
上

（
一
八
五
九
）

菊
次
郎
•
藤
川
八
太
郎
、
久
左
衛
門
町
藤
川
友

吉
・
市
川
瀧
十
郎
、
宗
右
衛
門
町
嵐
吉
三
郎
、

京
都
へ
行
。

相
嶋
嶋
十
郎
・
中
村
玉
次
郎
、
京
都
よ
り
来
坂

し
宗
右
衛
門
町
榎
並
屋
松
之
助
借
屋
中
村
屋
新

七
方
に
旅
宿
゜
（ママ）

京
都
片
岡
銀
杏
丸
、
宗
右
衛
門
町
中
村
屋
新

七
方
に
旅
宿
゜

嵐
璃
珪
、
五
月
か
ら
の
京
都
稼
ぎ
よ
り
帰
坂

（
居
住
地
不
記
）
。

尾
上
菊
治
郎
、
五
月
か
ら
の
京
都
稼
ぎ
よ
り
帰

坂
（
居
住
地
不
記
）
。

京
都
尾
上
鈴
蔵
、
宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
゜

万
延
元
•
8
.
6

｛
一
八
六
0
) 元

•
9
.
1
4

元
．

9

．
14

元
治
元
・

2
.
5

（
一
八
六
堕元
・

2
.
1
6

届゚竹
田
芝
居
、
昨
日
限
り
で
休
止
。

筑
後
芝
居
、
今
日
限
り
で
休
止
。

若
太
夫
芝
居
、
十
五
日
よ
り
初
日
開
幕
の
届
゜

筑
後
芝
居
、
今
日
限
り
で
休
止
。
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一
八
六
二
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文
久
元
．

5

．
6

元
・

5
.
8

江
戸
三
栂
源
之
助
、
久
左
衛
門
町
に
旅
宿
゜

京
都
尾
上
多
蔵
、
宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
。

宗
右
衛
門
町
大
谷
友
松
・
嵐
徳
三
郎
・
中
村
雀

右
衛
門
・
嵐
璃
寛
、
去
る
十
月
か
ら
の
京
都
稼

ぎ
よ
り
帰
坂
゜

2
.
1
.
1
2
、
13

宗
右
衛
門
町
中
村
仲
助
・
嵐
吉
三
郎
、
久

左
衛
門
町
中
村
友
三
、
去
る
十
月
か
ら
の
京
都

稼
ぎ
よ
り
帰
坂
゜

布
袋
町
市
川
福
太
郎
、
去
十
一
月
か
ら
の
京
都

稼
ぎ
よ
り
帰
坂
゜

江
戸
尾
上
梅
幸
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
中
村

屋
新
七
方
に
旅
宿
゜

片
岡
登
之
助
、
去
辰
年
の
江
戸
稼
よ
り
帰
坂
゜

宗
右
衛
門
町
浅
尾
大
吉
、
去
十
月
か
ら
の
京
都

稼
ぎ
よ
り
帰
坂
゜

片
岡
市
蔵
、
宗
右
衛
門
町
内
で
中
村
屋
新
七
方

へ
同
家
替
し
、
ま
た
京
都
へ
行
。

御
前
町
実
川
延
三
郎
、
京
都
へ
行
。

京
都
人
形
遣
い
吉
田
辰
蔵
・
桐
竹
門
蔵
•
吉
田

兵
花
•
吉
田
源
十
郎
•
吉
田
冠
十
郎
・
吉
田
松

楽
•
吉
田
玉
丸
•
吉
田
金
花
、
当
地
稼
中
久
左

衛
門
町
に
旅
宿
゜
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元
・

2
.
2

京
都
役
者
金
剛
重
太
夫
•
岡
本
貞
女
・
西
浦
清

記
・
井
上
宗
太
夫
、
若
太
夫
芝
居
稼
中
大
和
町

に
旅
宿
゜

（ママ）

京
都
役
者
市
川
高
蔵
・
市
川
瀧
蔵
、
天
満
天

神
芝
居
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
。

岩
田
町
・
（
尾
張
屋
新
蔵
事
）
竹
本
大
住
太
夫
、

江
戸
よ
り
帰
坂
゜

江
戸
竹
本
大
美
太
夫
、
当
地
稼
中
岩
田
町
に
旅

宿゚江
戸
市
川
猿
松
、
当
地
稼
中
布
袋
町
に
旅
宿
゜

宗
右
衛
門
町
旅
宿
尾
上
梅
幸
、
江
戸
へ
帰
る
。

京
都
尾
上
多
磨
五
郎
、
当
地
稼
中
布
袋
町
に
旅

宿゚宗
右
衛
門
町
三
舛
梅
舎
・
浅
尾
奥
山
、
昨
十
二

月
の
京
都
稼
ぎ
よ
り
帰
坂
゜

京
都
尾
上
多
見
舛
、
角
芝
居
で
稼
の
た
め
大
和

町
に
旅
宿
゜

京
都
片
岡
当
之
助
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
に

旅
宿
゜

京
都
三
升
舎
十
郎
、
角
芝
居
稼
中
大
和
町
に
旅

宿゚宗
右
衛
門
町
浅
尾
奥
山
、
当
五
月
の
京
都
稼
よ
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帰
坂
゜

京
都
藤
川
扇
代
、
当
地
稼
中
の
大
和
町
旅
宿
か

ら
帰
京
。

江
戸
嵐
雛
八
・
雛
四
郎
・
雛
十
郎
、
当
地
稼
中

宗
右
衛
門
町
に
旅
宿
゜

江
戸
市
川
市
六
、
市
川
市
鶴
、
沢
村
八
重
治
郎

ら
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
゜

京
都
三
舛
音
右
衛
門
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅

宿゚宗
右
衛
門
町
三
舛
鶴
五
郎
、
当
三
月
の
京
都
稼

ぎ
よ
り
帰
坂
゜

江
戸
片
岡
芦
雀
、
当
地
稼
中
宗
右
衛
門
町
中
村

屋
新
七
方
に
旅
宿
゜

江
戸
尾
上
多
見
助
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅

宿゚京
都
中
村
梅
芝
、
当
地
稼
中
九
郎
衛
門
町
に
旅

宿゚京
都
中
村
梅
香
、
当
地
稼
中
大
和
町
に
旅
宿
゜

[
役
者
個
人
の
諸
事
項
（
移
動
を
除
<
)
]

安
政
6
.
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.
2
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久
左
衛
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町
嵐
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太
郎
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日
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に
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久
左
衛
門
町
嵐
冠
十
郎
、
役
者
を
廃
業
。

立
慶
町
中
村
冨
助
、
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

布
袋
町
嵐
眠
子
、
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
中
村
屋
新
七
同
家
中
山
一
枝
、
去

る
九
月
二
十
四
日
の
家
出
よ
り
帰
坂
゜

久
左
衛
門
町
藤
川
正
三
郎
・
藤
川
友
吉
、
申
年

（
昨
万
延
元
年
力
）
十
月
か
ら
の
京
都
稼
ぎ
よ
り

帰
坂
゜

宗
右
衛
門
町
中
村
屋
新
七
同
家
新
助
、
嵐
璃
之

助
と
し
て
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
豊
吉
、
中
村
歌
七
と
し
て
新
規
に

歌
舞
伎
役
者
に
。

□口
町
山
田
屋
辰
一
郎
、
竹
本
常
盤
太
夫
と
し

て
浄
瑠
璃
語
り
に
。

宗
右
衛
門
町
市
川
小
栄
、
桝
若
と
改
名
。

布
袋
町
生
嶋
寅
右
衛
門
、
こ
の
た
び
町
内
別
宅

へ
同
家
替
。

大
和
町
松
屋
熊
吉
、
吉
田
熊
吉
と
し
て
人
形
遣

ヽ
こ
。

し＇＞．
御
前
町
中
村
雀
之
助
、
酉
年
（
文
久
元
年
力
）

六
月
十
三
日
の
家
出
よ
り
今
朝
帰
宅
。

久
左
衛
門
町
廉
之
助
、
市
川
瀧
之
助
と
し
て
新
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規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
嵐
寿
之
助
、
十
三
日
夜
家
出
。

岩
田
町
旅
宿
浄
瑠
璃
語
竹
本
大
美
太
夫
、
豊
竹

勝
太
夫
と
改
名
。

元
治
元
．

8
．
晦
（
前
日
）
久
左
衛
門
町
井
筒
屋
松
太
郎
、
実
川
二

（
一
八
六
国
）

葉
と
し
て
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

布
袋
町
中
村
友
三
、
新
規
に
歌
舞
伎
役
者
に
。

大
和
町
叶
雛
助
、
嵐
雛
助
と
改
名
。

御
前
町
音
吉
が
片
岡
銀
杏
丸
、
宗
右
衛
門
町
吉

弥
が
嵐
吉
弥
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
新
規
に
歌
舞
伎

役
者
に
。

宗
右
衛
門
町
中
村
屋
新
七
方
旅
宿
実
川
菊
治

郎
、
市
川
福
猿
と
改
名
。

宗
右
衛
門
町
旅
宿
中
村
駒
治
郎
・
三
舛
粂
七
、

当
十
六
日
に
家
出
し
て
帰
ら
ず
。

布
袋
町
中
村
翫
雀
、
こ
の
た
び
九
左
衛
門
町
成

駒
屋
鶴
三
郎
方
の
養
子
に
。

十
八
日
に
宗
右
衛
門
町
中
村
梅
蔵
、
二
十
日
に

大
谷
馬
十
・
尾
上
多
目
松
が
家
出
。

大
和
町
平
野
屋
伊
八
旅
宿
中
村
駒
猿
、
中
村
駒

蝶
と
改
名
。

宗
右
衛
門
町
三
升
他
人
、
当
月
二
十
一
日
病

元
．

9
．
2
5

元
•
9
.
2
2

元
．

9
．
2
1

元
．

9
．
19

元
•
9
.
1
9

元
•
9
.
1
7

元
•
9
.
1

元
•
9
.
9

元
．

9
．
10

3 3 ．． 
3 3 ．． 
18 15 

元
•
9
.
2
7

元
•
9
.
2
8
死。布袋
町
尾
上
芙
雀
、
当
月
二
十
五
日
病
死
。

宗
右
衛
門
町
中
村
駒
蔵
、
当
月
二
十
五
日
病

死。
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